
●コミュニケーション活動に意欲的に取り組める一方で、 
  コミュニケーション能力を向上させようという意識は低い。 
  ●活動毎に提示された目標を意識できでも、単元や学期、      
  学年、中学校３年間といった長期的な見通しは特にない。 

生徒の実態 

○提示されたコミュニケーション能力のレベルを意識して、 
      自分に合う目標を定めつつ、向上を図ろうと努力できる。 
○先にある主な学習活動に見通しをもち、それを意識して 

      必要な力を高め、学びの高まりを実感することができる。 
○グローバル化社会の中で、自律した英語学習者として、 

     中学校卒業後も主体的に英語を学び続けることができる。 

目指す生徒像 

 
 
②単元末タスク（４技能を統合した言語活動） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①帯活動「Speaking Challenge」と「評価カード」 
・授業冒頭の１０分程度の学習を単元を通して段階的に高める 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

既習言語材料をＱ＆Ａで 
「Ｓｐｅａｋｉｎｇ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」

にリスト化し、単元末タスク
やスピーキングテストを見
すえ、ペアで練習する 
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③スピーキングテスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

態度（アイコンタクト 
や反応）、表現（自然 
で適切な問答、音声） 
で評価 

単元末タスクのグ
ループでのＡＬＴへ
のインタビューを生
かし、個別にインタ
ビュー（１人１分間） 

中
学
校
三
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単元毎の「振り返りシート」
で学習状況を自己評価 

生徒配付用CAN-DOリストに
学期毎の重点単元を併記 

特別研修員 外国語 長竹智宏 （中学校教諭） 

主体的にコミュニケーション能力の向上を図る生徒の育成 
～段階的な帯活動｢Speaking Challenge｣における指導と評価の工夫を通して～ 

 
 
○帯活動では・・・ 評価カードの達した段階の記録や自己評価の記述 
     から、自らを高めようとする主体的な姿勢がほぼ全員の生徒に見られた。   
○単元末タスクでは・・・ 帯活動で高めたコミュニケーションスキルを 
     発揮し、ほとんどの生徒が学びの高まりと自らの向上を実感できた。 
○スピーキングテストでは・・・ 帯活動や単元末タスクでのコミュニ 
     ケーション能力の向上が、成果としてほとんどの生徒の取組に表れた。 

 

 
●評価カードに載せる10段階のコミュニケーション 
    レベルを、CAN-DOリストの学年毎の「話すこと」の   
    到達目標に合わせて調整することが必要である。 
●評価カードに自己評価を書くことの負担や効果を 
     検討し、書式の工夫や、分かったことを英文で書 
     く方式の導入が、今後必要である。 
 

成 果 課 題 

 ＣＡＮ－ＤＯリスト 1年 話すこと 
 「自然な会話の流れに気をつけ、 
 相手と問答を続けることができる。」 

コミュニケーションレベル STEP ９ 
話題に応じて、自然な流れとなる問答
が適切にできる。 
コミュニケーションレベル STEP ５ 
Ｑ＆Ａの言葉を入れ替えながら、適切
に問答できる。 

帯活動での練習を生かし、ＡＬＴに話題に
応じた質問を考え、１分ずつグループ毎に
インタビューし、聞き取ったことをメモする 

 
聞き取りメモを生かし、 

ＡＬＴとの対話文を考え、
リプロダクション（再現）
し、ペアで読んだり、発
表したりする 
 

    
    
    単元の学習 
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↑ 帯活動毎に目標
設定と自己評価 

学習の見通しをもち、 
単元到達目標を意識 

主体的 
な学習 

学期に1回の重点単元モデル 

見通しや
目標がな
いと向上
しにくい 

単元末タスクやスピーキング
テストへの見通しをもつ 

 
 

毎回の帯活動後に、自己
評価または相互評価し、
自分が達した段階（STEP）

や「今回、意識したこと」、
「次回、意識したいこと」
を「評価カード」に記入し、 
形成的評価をしていく 
 

 

「評価カード」にリスト化さ
れたSTEP1～10のコミュニ

ケーションレベルを意識し、
帯活動毎に向上を図る 

スピーキングテストの評価欄 


